
告白が成功しそうかどうか
教えてくれる「恋愛相談AI」
あなたは使いたいですか？

恋愛
医者の代わりに簡単な
問診を行ってくれる「AIドクター」
あなたは使いたいですか？

医療
最適で安全な避難方法を
予測し提案してくれる「防災AI」
あなたは使いたいですか？

防災
亡くなった方の言動を
忠実に再現する「AI 故人」
あなたは使いたいですか？
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恋愛に
関して人間は
客観的な判断が
できない

思い出を
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触診の
必要性

故人とは
心の中で対話
するもの

大昔の
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医師の方が
安心
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医師不足
の解消
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できる

参考意見
として有用だ

人間の能力
を補填する
ための期待

人間の
判断力には
限界がある

話し相手
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精神的
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人間より
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優れている
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いい結果
なら勇気
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結局
参考程度
にしか
ならない

他者の
アドバイス
は必要ない

恋愛の経
験が少な
いので

個人の幸せの追求

個人と社会の調整

社会システムの変化

凡例

近接関係

ネガティブ ポジティブ

対立関係

「恋愛」「医療」「防災」「死後」から気になるカテゴリーを 1つ選びましょう。1

カテゴリーの色を手がかりに、一番気になる言葉が書かれたマスを見つけましょう。2

そのマスから線をたどって、自分に近い意見、違う意見を眺めてみましょう。3

楽
し
み
方

みんなでつくる

期待ゾーン

不安ゾーン拒絶ゾーン

信頼ゾーン

「みんなでつくる AI マップ」は、日本科学未来館が 2020 年 2 月に行った WEB/ 館内
アンケート調査（有効回答数 887）から得られた意見をもとに作成しました。上の円
グラフは 4 つの生活シーンにおいて、AI を使いたいか（「どちらかといえば使いたい」
含む）、使いたくないか（「どちらかといえば使いたくない」含む）を尋ねた結果です。
左のチャートは、それらの理由を分類し、配置したものです。

「みんなでつくるAI マップ」プロジェクト
https://www.miraikan.jst.go.jp/aboutus/focus/aimap.html

制　　作 ： 日本科学未来館／Miraikanフォーカス プロジェクトチーム
 （漆畑 文哉 , 渡邉 吉康 , 宮田 龍 , 小澤 淳 , 河野 美月）
協　　力 ： 一般社団法人　人工知能学会
デザイン ： 德間 貴志（bowlgraphics Inc.）

カミングアウト
していない同性愛者
なので、身近に
恋愛相談できる人が
ほぼいない
【30代／男性】

恋愛経験が無さすぎるので
わらにもすがる思い
【10代／女性】

恋愛では、主観によって
認知がゆがみやすいから
【30代／女性】

恋愛においては
参考になるものは
なんでも利用したい
と思うものだから
【50代／男性】

感情やその時の
状況など、すべて
をデータで測れる
とは思わないから
【20代／男性】

100%正しい予測でないなら、
告白のような正念場では予測
は必要ないと思う
【20代／女性】

私は好きなら好き、
思考がシンプルなので
他者のアドバイスを
必要としない
【30代／女性】

AI に気持ちを操作
されているようで、
あんまり嬉しくない
【30代／女性】

恋愛に関しては、生身
の人間同士の関係として
最後まで残しておきたい
【20代／女性】

（悪い結果なら）あきらめる。 
それでも伝えたいという気持ちが
あふれるような恋をしてみたい
【10代／男性】

亡くなる前に伝えられな
かったことがたくさんある
【20代／女性】

どうせ本人では
ないと分かって
いるし、故人と
は心の中で対面
したい
【50代／男性】

体感的に相づちや合いの手で、
その人らしさの欠片を思い出したい
【40代／女性】

亡くなった
おばあちゃんに、
今の自分の姿を
見てもらえれば、
これからも
頑張れる
【30代／男性】

新しい言動を
作り出すことは
死者への冒とく
だと感じる
【20代／女性】

人の死を受け
入れるには時間
がかかるから
【30代／女性】

一度AI と会話して
しまうと、きっとそれ
に依存してしまって
前に進めないと思う
【30代／女性】

亡くなった生命の替えが
ないからこそ、生が尊い
【20代／その他】

大正時代を生き、
活躍した故人と対話し、
将来社会への
アプローチのヒント
を得たい
【50代／男性】

周囲の人によって
その人の死が無い
ように振る舞うことも
可能になると、
政治的、経済的活動
に悪用される可能性
があり、社会的に
ハイリスクなことだ
【40代／女性】

防災では、人的ミスでたくさんの
人が亡くなっている。早くに予測判断して、
自分ともう一人以上の命を守りたい
【20代／女性】

人間よりも迅速に精度
の高い避難情報などを
提供してくれそう
【40代／女性】

緊急時こそ冷静
な判断ができる
システムが重要だ
【30代／女性】

速く正確な判断は震災時など特に人間には
出来ないことが多い可能性があり、そんな
時に私情に流されることなく的確な知識と
状況確認ができるAI なら任せられそう
【20代／男性】

自分の知識や情報
収集能力は不十分
【20代／女性】

AI が持つ個人情報
を悪用し、詐欺などに
利用しようとする人が
出てくる可能性がある
【20代／女性】

SNSでの情報だけでは
足りないが、テレビの情報
よりも詳しい体系的な情報が
緊急時にあると、安心感に
つながるため
【20代／女性】

予測が外れた
際の損害をAI に
責任転嫁する
【40代／女性】

自ら準備したり
することが減る
かもしれない
【50代／女性】

どうしても拭えない
不安感を知識もある生身
の人間に聞いてもらいたい
【30代／男性】

痛みを感じる症状がある時や、触診や表情など
から感覚・印象も踏まえて判断してほしい
【40代／女性】

現在は自分でネット等で検索して
情報収集している代わりにAI から
専門的な意見をもらえるのは参考になる
【50代／男性】

データを提供し、蓄積させていくことで、
自身と将来の人達に貢献できる
【50代／男性】

身体的なデータを提供しながら、予防医療
を享受できないのはもったいない
【40代／男性】

院内感染が怖いから
【40代／女性】

婦人科の相談
など少し行きづらい
医療機関にも行き
やすくなる
【20代／女性】

人間に比べて、
診断の精度が
優れていると
感じる
【20代／男性】

AI の診断が
100%でない限りは
医者の診察を受けたい
【40代／男性】

高齢社会における
圧倒的医師不足の
解決につながる
【20代／女性】


